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■このコーナーに登場していただけるイクパパ、
随時募集中！ 自薦他薦問いません。応募は編集室

「イクパパ係」までどうぞ。
（掲載をお約束するものではありません）

■ママにとって、とっても大事な子育てパート
ナー、パパ♪　よそのお宅のパパ、普段はどん
なふうに子どもと関わってる？　子育てや家
事、やってるの？　ママや家族のことって、ど
う思ってる？　イクジィパパ＝イクパパによ
る「子育て奮闘記」で、よそのおうちをちょこっ
と覗いてみませんか？

リレーエッセイ

　私たち家族は、子どもが2歳半になるまで東京で暮らして
いました。都会の生活に疑問を感じ、家族が健康に暮らせて、
のびのびと子育てができる環境を求めて、松本に引っ越して
きたのが2年半前。息子はそろそろ、東京よりも信州での暮
らしのほうが長くなってきました。

　休日に子どもと遊ぶときには、なるべく自然を感じられる
場所で体を動かしたいと思っています。ただ、私は完全なイ
ンドア派なので、公園で遊ぶくらいがちょうどいいのです。

幸い、松本市とその周辺
には素晴らしい公園がた
くさんあります。特に子
どもが幼稚園に上がるま
での冬の間は、国営アル
プスあづみの公園で雪遊
びするのがほぼ毎週末の
習慣になっていました。
近場では、アルプス公園
とあがたの森公園がお気
に入りです。

　公園では遊具で遊ぶのももちろん楽しいのですが、私と息
子は園内をただ歩いたり、やみくもに走り回っているのも大
好きです。息子は、引っ越してきた2歳のころから、長い距
離をとっとことっとこ平気で歩いていました。5歳になる今
では、公園の入口からダッシュで突っ走っていきます。最近
は我が家でブームのストライダー（ペダル無し自転車）にスイ
スイ乗っていってしまうので、親は後ろからついていくので
精一杯になっています。歩くことと走ることがすべての運動
の基本だと思っているので、それが好きなのは嬉しいですね。
　雨の休日や平日の夜は、絵本を読んであげることが多いで
す。時間と集中力の許す限り読み聞かせをさせられることも
ありますが、家族そろって本好きなのであまり苦になりませ
ん。息子は同じお話を何回も読んでもらうのが好きで、昔の
自分もそうだったことを思い出して懐かしくなったりします。

　正直、家庭での子育ての大部分は妻に頼っていますが、積
極的に父親の出番を振ってもらっているお陰で、息子はパパ
のことも相当好きなようです。特に妻のアドバイスで、私が
細かいことで神経質に怒るのを控えてからは、ぐっと信頼感

が増して、父子の距離が縮まりました。ただ、厳格でわから
ず屋な「がんこ親父」の部分はあえて少し残したいと考えてい
ます。息子が将来家庭を持ったとき、父親として、夫として、
あるべき姿のイメージが持てるようにしたい。そのためにしっ
かりした父親像というものを見せておきたいのです。

　赤ちゃんの雰囲気を残していた息子も、最近すっかり「男
の子」になり、生意気な口も利くようになりました。でもま
だまだ甘えたい盛りのようで、気がつくと、よく膝の上に乗っ
ています。体重も重くなってきたので、そろそろキツいです
が（ゴールデン・レトリバーもしくはセント・バーナード状態）、
いずれ成長して離れていってしまうのですし、甘やかせるう
ちに甘やかす方針でいます。甘やかすと言っても、物を買い
与えたり、わがままを聞いてやるのではなく、ふっと甘えて
きたときに抱っこしたり、頭をなでたりのボディーコンタク
トを取ってあげるという意味です。幼い頃に、無条件で愛さ
れていることを体で思いっきり感じていれば、逆に親離れが
しやすくなるのではないでしょうか。
　あと我が家では、将来子どもが家を離れることを前提に子
育てをしています。一度家を出てまた戻ってくるとしても、
外の世界を経験していれば、色々な視点から物事を見ること
ができるからです。家を出れば一人前。そう思えば、一緒に
いる時間がいっそう大切になってきます。
　現在、子どもたちを取り巻く環境は非常に厳しくなってい
ると思います。子どもがストレスを感じることなく、事故や
災害や病気から守られ、かつのびのびと育っていってほしい
…そう願わずにいられません。親として何ができるか、しっ
かり考えながら子育てをしていきたいです。

パパファイル No.2　鈴木 亮太パパ

【ほかのパパへのメッセージ】ウクレレ仲間募集中です！
ryotasuzuki08@gmail.com


